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　都市圏に住むアメリカ先住民は、ｲｰ世紀初頭からの継続的な人口増加に
もかかわらず、近年まで研究者の注目を浴びる事は少なかった。ｱｹｷｰ年代
以降、文化人類学者、社会学者をはじめとする様々な分野の社会科学者が
都市に住むインディアンについての研究を発表し始めたが、保留地に住む
インディアンに関する研究と比較すると都市インディアン研究の遅れは明
らかで、この状況はインディアン総人口の ｶｷ％が都市圏に住む現在も続い
ていると言える。ｱ

　都市インディアン研究の停滞の背景にはさまざまな原因が考えられるが、
都市インディアン研究の第一人者の一人である文化人類学者スーザン・ロ
ボはこの傾向の裏には ｳつの原因が潜んでいると指摘している。第一の理
由として挙げられるのは、伝統的にインディアン研究者たちは大多数のイ
ンディアン保留地が存在する農村部に注目してきたという事実である。第
二の理由はインディアン研究の先駆者的役割を果たしてきた文化人類学者
の傾向に由来する。ｲｰ世紀初頭から発展してきたアメリカ文化人類学は農
村部に住むアメリカ先住民と彼らの生活、文化、社会を主流社会とは隔離
されたものとみなし、歴史的に凍結された存在として研究してきた。その
影響もあってか、都市インディアンについては長期に渡って少数の社会学
者が研究を発表するに留まっていた。第三の理由は歴史的なインディアン
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のステレオタイプと密接な関係があるという。西部劇等を通じて一般化さ
れた保留地または農村部に住むインディアンのイメージはいまだ強い影響
力を持ち、一般市民に留まらず、研究者たちにまでも影響を与え研究の焦
点を農村部に集中させているという。ｲ

　ロボの論点に更に付け加えて言うならば、都市インディアン自身の特徴
の数々も研究の発展を阻む原因となっていると考えられるであろう。都市
インディアンの第一の特徴として挙げられるのは都市内、都市間、また都
市と保留地間の移動の多さである。一定の場所に定住する期間が短いため、
国勢調査を始めとする人口統計では正確な都市インディアン人口の把握す
らままならない状況である。第二に都市インディアンの多様な部族文化的
背景が挙げられる。民俗学、部族史、民族歴史学等の研究では、特定の部
族に焦点を当てて研究を進めてきており、多部族コミュニティーである都
市インディアン・コミュニティーの研究は文化的分析が複雑になるため困
難と考えられる傾向が見られる。上記に挙げた多様な理由で都市インディ
アン研究は停滞してきたと考えられる。
　こういった学術的また都市インディアン自身の特徴から調査、研究が遅
れている都市インディアン研究であるが、ここで基本的なインディアンの
都市化傾向と歴史的背景について簡単に紹介したい。ｱｹｴｰ年の国勢調査に
よるとアメリカ総人口の ｵｷ％が都市部（人口 ｲ╇ｵｰｰ人以上）に居住してい
たのだが、インディアン人口のわずか ｸ╆ｱ％が都市部に居住していたと報告
されている。この割合は ｱｰ年後の ｱｹｵｰ年には ｱｶ╆ｳ％に増加し、ｱｹｸｰ年に
は初めて都市部に住むインディアンが過半数を超えた。最も新しい ｲｰｰｰ年
国勢調査によると ｶｷ％のインディアンが都市部に住んでいるとされ、ｲｰ世
紀を通じてインディアンの都市化が急速に進んだことが窺える。ｳ

Tableやｱ╈やPercentageやofやUrbanやPopulation╇やｱｹｴｰまｲｰｰｰやｴ

ｱｹｴｰ ｱｹｵｰ ｱｹｶｰ ｱｹｷｰ ｱｹｸｰ ｱｹｹｰ ｲｰｰｰ

American
Indian

ｸゾ ｱｶゾ ｲｷゾ ｴｵゾ ｵｵゾ ｵｶゾ ｶｷゾ

や TotalやU╆S╆や
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　ｱｹｴｰ年以降のインディアンの急速な都市化の背景には第二次世界大戦、
ｱｹｴｰ年代半ばから ｷｰ年代に及ぶ連邦管理終結政策、そして継続する保留地
の貧困化の影響が見られる。第二次世界大戦中には ｲｵ╇ｰｰｰ人のインディア
ン、あるいは ｱｸ歳から ｵｰ歳の身体健全な男性インディアンのうち ｳｰ％が
軍隊に入隊した。さらに ｱｹｴｳ年から ｱｹｴｴ年にかけて ｹｰ╇ｰｰｰ人のインディ
アンが保留地を離れ、軍事産業に関わる職業または農業に携わった。ｵ 戦後、
多くのインディアン帰還兵は保留地へと戻ったが、その反面、戦後の西部
の都市部におけるめまぐるしい経済的発展は貧困に苦しむ保留地インディ
アンに経済的安定への機会を与えることとなる。その結果、ロサンゼルス、
サンフランシスコ、デンバーといった西部の大都市に残ったインディアン・
ベテランも数少なくない。ｶ

　更にインディアンの都市化を進めたのが終結政策の一環として内務省イ
ンディアン局が開始したリロケーション・プログラムである。貧困や失業
に悩む保留地インディアンを都市に移住させる事によって保留地の人口を
減少させ、経済状況を改善するというのがこのプログラムの主な目的であっ
た。ｱｹｵｲ年から ｱｹｷｳ年までの ｲｰ年間全国的に展開されたこのプログラム
を通じて、ｱｰ万人以上のインディアンがロサンゼルス、デンバー、フェニッ
クスを始めとする西部の都市に移住した。ｷ また、直接このプログラムに参
加せずに家族や友人を頼りに都市に移住するものも増えた。プログラムが
中止された ｱｹｷｳ年までの間に各都市に在住するインディアンは汎インディ
アン団体を設立し、多部族社会を形成していったのである。
　第二次世界大戦、リロケーション・プログラムがインディアンを都市圏
へと引き寄せるきっかけであったとするならば、保留地での貧困や高失業
率はインディアンを保留地外へ押し出す要因となっていたといえる。プロ
グラムが開始される直前の ｱｹｵｰ年国勢調査によるとアメリカ全人口の平均
収入が＄ｱ╇ｹｱｷであったのに対し、インディアン全人口の平均収入は＄ｱ╇ｳｴｸ
とアメリカ人全体の約 ｷｰ％の収入しかなかった事になる。更に、ナヴァホ
やラコタなどの保留地を見てみると、部族によっては年間＄ｱ╇ｰｰｰ以下の収
入しか得ていなかった事がわかる。こういった状況がリロケーション・プ
ログラムへの参加あるいは個人的な都市への移住を促したと考えられる。ｸ
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　では、ｲｰ世紀半ばからの急激なインディアンの都市化を研究者たちはど
のように調査、研究してきたのであろうか。ｱｹｵｰ年代前半のリロケーション・
プログラム開始と同時にHarperぅsやMagazineやAtlanticやMonthlyといった一般
雑誌は都市に移住したインディアンが抱える社会的、文化的、経済的問題
について鮮明に描き出してきたが、本格的な社会科学的研究が発表され始
めたのは ｱｹｷｰ年代に入ってからである。ｹ ｱｹｸｰ年初頭になると歴史的研究
が発表され始め、現在においてはさまざまな分野の研究者たちが社会科学
的また歴史的観点から学際的なアプローチを活用してインディアンの都市
化また都市インディアンの研究を進めている。過去 ｳｰ年間の一般的な傾向
の変化としては大まかに三つの傾向が窺える。都市インディアン研究が現
れ始めた ｱｹｷｰ年代には都市インディアンを資本主義社会またアメリカ政府
のインディアン政策の犠牲者として描く傾向が見られた。ｱｹｸｰ年代に入る
とインディアン自身の意思や影響力を認識するようになり、近年の研究に
おいては都市におけるインディアンの文化的存続や経済的発展を強調する
傾向が見られる。以下に分野別に時代を追って代表的な研究を紹介してい
きたいと思う。
　ｱｹｷｰ年代までの都市インディアン研究においては社会科学の分野、特に
社会学、文化人類学、地理学、経済学を専攻する研究者が先駆者的役割を担っ
ていた。リロケーション・プログラム続行中の研究は都市に移住したイン
ディアンが直面した貧困、アルコール依存症、犯罪、失業、人種差別、教
育といった社会的あるいは経済的問題に焦点を当てた研究発表を行ってい
た。ｱｹｷｰ年代までに発表された研究の多くは当時注目されていた「貧困の
文化」モデルや従属理論に強い影響を受け、都市インディアンを新しい環
境への適応を強いられた受動的な一つの文化的グループあるいは資本社会
と官僚制国家のシステムによって犠牲者化された経済的階級として扱って
きた。
　ｱｹｷｱ年に出版されたエレイン・ネイルス著 Reservationや toやCity╈や Indianや
MigrationやandやFederalやRelocationやは ｱｹｷｰ年代から本格化したインディアンの
都市移住に関する研究の代表と言える研究書である。ｱｰ この研究でシカゴ
大学の地理学者であったネイルスはリロケーション・プログラムの施行と
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そのインディアンの都市化への影響、特にシカゴに住むインディアンにつ
いて調査した。ネイルスは、都市が提供する教育環境、高収入、近代的な
設備等が農村部インディアンを引きつけ、住み慣れた保留地、家族、更に
は風習や文化までも捨てて都市圏への移住を決断する場合が多いと論じて
いる。ｱｱ さらにリロケーション・プログラムに参加するインディアンの特徴
として、高学歴を持つ若いインディアンがプログラム参加を希望する割合
が特に高いと報告している。ｱｲ この研究は国勢調査、インディアン局職員お
よびインディアン移住者とのインタビューを主な資料として用いているが、
この調査の結果としてネイルスは、貧困に悩む保留地の過剰人口を都市に
移住者させるというのが BIAやの公式な目的であるが、実際には保留地の経
済的改善に対してほとんど影響力を持っていないと結論付けている。更に
は、移住したインディアン自身は都市移住後、生活状況が改善したと考え
ているが、プログラムは単に保留地での貧困問題を都市部のゲットーに移
動させただけであると連邦政府を厳しく批判している。ｱｳ

　同年に出版されたパーデュー大学の文化人類学者ジャック・ワデルおよ
びマイケル・ワトソン編集、TheやAmericanや Indianや inやUrbanやSocietyでは ｹ人
の文化人類学者およびソーシャル・ワーカーであるインディアン ｱ名が社
会的・経済的問題に関する論文を紹介している。ｱｴ 執筆者はそれぞれ、多く
のインディアン人口を抱える都市における特定の部族メンバーのアルコー
ル依存症、犯罪、教育、家族といったテーマに注目して ｱｹｶｰ年代後半から
ｱｹｷｰ年代初頭における都市インディアンの生活状況の調査、研究を行った。
執筆者の多くはネイルスと同様、都市インディアンを犠牲者として扱い、
多くのインディアンの都市移住を「失敗」と結論付けている。その理由と
して挙げられているのが都市での雇用機会の不足、低賃金、合衆国および
州政府からの援助の欠如、またアメリカ主流社会への適応の難しさなどで
ある。
　翌年の ｱｹｷｲ年に出版されたハワード・バハー他編、NativeやAmericansや
Today╈やSociologicalやPerspectivesでは ｱ章を割いて都市インディアンの新環境
に対する適応について論じている。社会学者が主となっている執筆者は都
市インディアンの他部族メンバーおよび非インディアンとの社会的関係、
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犯罪率、経済状況等を調査し、インディアン移住者がデンバー、サンフラ
ンシスコ、ロサンゼルスといった都市で生活状況の変化に適応できたか否
かという点に着目して論じている。都市インディアンの社会的孤立、高犯
罪率、および経済的地位の低さから考えて、都市インディアンは都市圏で
の新しい生活において多大な試練に遭遇していると結論付けるものが多く
見られる。ｱｵ

　ｱｹｷｰ年代半ばには都市民俗誌という方法を用いて都市インディアン研究
を行う文化人類学者が現れ始めた。ｱｹｷｵ年に出版されたジアンヌ・ギレミ
ンの UrbanやRenegades╈やTheやCulturalやStrategyや ofやAmericanや Indiansは都市イン
ディアン民俗誌の先駆けとなった著書である。ｱｶ この本でギレミンは ｱｹｷｰ
年の時点で部族人口の ｹｰ％がボストンに居住していたミクマックに着目し、
彼らの都市化を文化的存続の手段と認識して議論している。ギレミンは当
時主流となっていた「貧困の文化」理論を基にボストンに住むミクマック
の飲酒、パーティー、公共の場での喧嘩等は都市におけるミクマックの生
存にとって欠かせない社会的交流システムであると論じている。更に、依
存理論に影響を受けている著者はアメリカ一般社会はインディアンの土
地を略奪後、インディアンを単なる低賃金労働の担い手とみなしていると
も指摘している。ギレミンによって開拓された都市インディアン民俗誌は
現在も多くの文化人類学者が採用する方法論の一つであり、近年において
はジョアン・ウィーベル・オーランドの IndianやCountry╇やL╆A╆╈やMaintainingや
EthnicやCommunityやinやComplexやSocietyや（ｱｹｹｹ）およびデボラ・デイヴィス・ジャ
クソンの OurやEldersやLivedやIt╈やAmericanやIndianやIdentityやinやtheやCityや（ｲｰｰｲ）がこ
の伝統を受け継いでいる。ｱｷ

　上記に示した通り、初期の都市インディアン研究は都市圏に移住したイ
ンディアンを平等な経済的機会を剥奪された社会経済的階級、あるいは新
環境への適応に失敗した文化的グループとして研究していた。それぞれの
研究者は経済的データ、文化的あるいは経済階級別分析、またはフィール
ドワークに拠ってインディアンの都市化を解釈していたわけであるが、多
くの研究は都市インディアンが直面した文化的また経済的に厳しい現状を
強調していた。更に、都市インディアンを総称化された一つのグループと



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁150 151☨࿖䬺䬙䬠䭚ർ☨వ᳃⎇ⓥ䬽ᱧผ䬷⁁䙶ㇺᏒ䭫䮺䮎䭪䭩䮺⎇ⓥಽ㊁

して分類していたため、都市インディアンを個人として扱う事はまれであっ
たというのがｱｹｷｰ年代までの社会科学的研究の主な特徴として挙げられる。
　ｱｹｸｰ年代に入ると歴史家も都市インディアン研究に携わり始める。しか
しながら、当時の歴史的研究はインディアンの都市化を連邦政府の終結政
策の結果として扱うことが多かった。インディアン政策中心の研究の代表
作といえるのが ｱｹｸｶ年に出版されたドナルド・フィクシコの Terminationや
andやRelocation╈やFederalやIndianやPolicy╇やｱｹｴｵまｱｹｶｰや（ｱｹｸｶ）である。この研究でフィ
クシコはインディアンの都市移住を推進した連邦管理終結政策の起源と施
行について研究しているが、焦点は政策立案者の意図に当てられ、都市イ
ンディアンはインディアン政策に反応した受動的な存在として描かれるに
留まっている。しかしながら、フィクシコは ｱｹｷｰ年代に主流であったイン
ディアンを犠牲者として扱う事は避け、都市圏に移住したインディアンが
新しい環境では様々な問題に直面しつつも生き残ったという事実を強調し
ている。ｱｸ ｱｹｸｰ年代にはフィクシコ以外にも歴史家であるケネス・フィリ
プやラリー・バートも終結政策とインディアンの都市化というテーマで論
文を発表しているが、こういった政策中心の研究では都市インディアン自
身の生活体験を窺い知る事はほとんど不可能であった。ｱｹ

　歴史家が本格的な都市インディアン研究に携わり始める一方、ｱｹｸｰ年代
には文化人類学および社会学の都市インディアン研究は多様化し始める。
新しい傾向のひとつとして挙げられるのが、都市に住むインディアン女性
に注目した研究の登場であるが、この分野においても文化人類学者たちが
先駆者的役割を果たすことになる。ｱｹｷｰ年代までの収入、職業、犯罪等に
注目した社会科学的研究では研究対象をインディアン男性に絞ることが多
かった。ｲｰ 一方、ｱｹｸｰ年代以降の研究では主流社会への同化のプロセス、
自己認識の変化といったテーマに着目し、主にインタビューを用いながら、
都市インディアンの個人的な体験や変化についての研究が進められるよう
になる。都市に住むインディアン女性に関する研究の増加もこういった研
究傾向の変化の一端と言えるであろう。文化人類学者によるインディアン
女性に注目した研究の先駆けとして挙げられるのが、ｱｹｸｲ年に Americanや
IndianやQuarterlyに掲載されたアン・メトカルフの“NavajoやWomenや inや theや
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City╈やLessonsやfromやaやQuarterまCenturyやofやRelocation”である。ｲｱ この論文で
メトカルフはサンフランシスコに住むナヴァホ女性とのインタビューを基
に、彼女たちの都市での生活、主流社会への同化のレベル、自己イメージ
等を研究している。
　このように ｱｹｸｰ年代には一部の文化人類学者がインディアン女性に焦点
を当てた研究を始めていく一方、都市において設立された各種のインディ
アン団体およびインディアン･コミュニティーの変遷に関する研究も同時
に進められていく。インディアン団体の研究においては主に都市インディ
アンの経済的、社会的援助のために設立された団体が具体的にどういっ
た活動を行っていたのか、また都市インディアンが主流社会に同化してい
く過程でどのような役割を果たしたのかといった点が主な論点になってい
る。インディアン団体およびコミュニティーの変遷に関する研究の例とし
ては、NancyやShoemaker╇や“Urbanや IndiansやandやEthnicやChoices╈やAmericanや
IndianやOrganizationsや inやMinneapolis╇や ｱｹｲｰまｱｹｵｰ”（ｱｹｸｸ）やや JunszやMucha╇や
“FromやPrairieや toや theやCity╈やTransformationやofやChicagoぅsやAmericanや Indianや
Community”や（ｱｹｸｳ）が挙げられる。ｲｲ シューメーカーはミネアポリス、ムチャ
はシカゴのインディアン団体およびコミュニティーについてそれぞれ調査
研究を行っているが、両著者ともリロケーション・プログラムが開始され
る前の ｲｰ世紀初頭から ｱｹｷｰ年代までの間に各都市で設立されたインディ
アン団体（インディアン･センター、教会、AmericanやIndianやMovementなど）
に着目し、インディアンの急速な都市化が進む過程で各種団体が果たした
役割について研究している。都市に移住したインディアンは様々なインディ
アン団体の活動に携わることにより、政府が目論んでいたインディアンの
主流社会への同化に抵抗し、伝統文化およびアイデンティティの維持に成
功したと結論付けている。
　ｱｹｹｰ年代には歴史家もまた口述史やインタビューを活用し始め、政策中
心の研究から都市インディアンの生活、文化、アイデンティティー等に注
目した研究が発表され始めることとなるが、この傾向が今日も続いている
といえる。ｱｹｹｱ年出版の SurvivalやandやRegeneration╈やDetroitぅsやAmericanやIndianや
Communityでエドマンド・ダンジガーはデトロイトに移住したインディア
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ンを保留地に残ったインディアンと比較し、デトロイト・インディアンの
居住環境の改善、失業率の低下、収入の増加などを強調し、インディアン
の都市化をサクセス・ストーリーとして描き出している。ｲｳ ｱｹｹｰ年代に入っ
てようやく、政策中心の歴史的研究から徐々に都市インディアンや汎イン
ディアン団体に焦点を当てることによって、都市インディアン自身の体験
を反映した研究が現れ始めたのである。
　更に最新の都市インディアン研究の例としては ｲｰｰｰ年に出版されたドナ
ルド・フィクシコの TheやUrbanや IndianやExperienceや inやAmerica（ｲｰｰｰ）またそ
の ｲ年後に出版されたジェームス・ラグランドの IndianやMetropolis╈やNativeや
Americansや inやChicago╇やｱｹｴｵまｱｹｷｵ（ｲｰｰｲ）が挙げられる。ｲｴ 両著者は自ら都市
インディアンとインタビューを行い、彼らの自己認識の変化、汎インディ
アン・アイデンティティの形成などに着目して論じている。フィクシコに
よると都市インディアンは低賃金・不安定な雇用状況、アルコール依存症、
高犯罪率、同化への社会的圧力等に悩みつつも汎インディアン共同体を形
成する事によって社会的・経済的問題に対応しているという。ダンジガー
が都市インディアンを勝者として描いたのに対し、フィクシコはインディ
アンの都市での生活を肯定的に描きつつも、彼らが経済的・社会的成功を
収めるまでの複雑な過程を示している。ｲｵ ラグランドもフィクシコの主な論
点に同意し、シカゴのインディアンは汎インディアン・ネットワークを形
成する過程において、汎インディアン意識を高めていったと主張している。
その一方で、ラグランドはインディアン・アイデンティティに関して新し
い論点を展開させている。これまでの研究では都市インディアンは汎イン
ディアン・アイデンティティの形成過程において部族アイデンティティを
失ったと論ずる事が多かったが、ラグランドはこの観点に反論し、新しく
加えられた汎インディアン・アイデンティティと部族アイデンティティに
は強い繋がりがあり、都市インディアンが部族アイデンティティを失う事
はなかったと論じている。ｲｶ 両著者は口述史やインタビューが抱える問題点、
特に研究対象となっているインディアンが研究者に明かす体験談を選択し
ていることを認識し（例えば売春、薬物乱用、家庭内暴力等の問題がイン
タビュー中に明かされることは数少ない）、従来のアーカイブ資料とインタ



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁154 155☨࿖䬺䬙䬠䭚ർ☨వ᳃⎇ⓥ䬽ᱧผ䬷⁁䙶ㇺᏒ䭫䮺䮎䭪䭩䮺⎇ⓥಽ㊁

ビューの結果を併用している。
　ｱｹｷｰ年代以降、様々な分野の研究者が都市インディアン研究に携わって
きた。本格的な都市インディアン研究が発表され始めた ｱｹｷｰ年代当時、研
究の多くは都市に移住したインディアンを連邦政府によって推進された同
化政策および都市化政策の犠牲者、あるいはアメリカ資本主義社会で搾取
された階級として扱っていた。ｱｹｸｰ年代に入り、研究者の多くがインタ
ビューや口述史を主な史料として用い始め、都市インディアン・コミュニ
ティーやインディアン団体に注目し始めると同時に新たな解釈が生まれる
ことになる。ｱｹｸｰ年代以降の研究は都市に移住したインディアンが新しい
環境で苦闘しつつも、汎インディアン・コミュニティーを創り上げ、部族
差を越え共存しながら生きていく都市インディアンの姿を描き始めるよう
になるのである。さらに近年においては都市インディアン個人の体験に注
目した研究が主流となってきており、都市に居住するインディアンを「犠
牲者」として扱うのではなく、むしろ彼らの意思決定の重要性、また社会
的環境および政治への影響力を強調するに至っている。ｲｷ しかしながら、都
市インディアンを扱った単行本の数はいまだ少なく、研究の多くが編集本
の一章、あるいは研究雑誌の一論文として発表されていることからもわか
る通り、都市インディアン研究はいまだ発展途上の分野といえるであろう。
都市インディアン自身の視点、体験を中心として都市インディアンの一般
化を避けた研究はまだ数少なく、これからの発展が期待されるばかりであ
る。
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た、JoyceやGriffin╇や“LifeやIsやHarderやHere╈やTheやCaseやofやtheやUrbanやNavajoやWoman╇”やAmericanやIndianや
Quarterlyや ｶや 〉ｱｹｸｲ《╈や ｹｰまｱｰｴが挙げられる。ｱｹｹｰ年代以降の研究の例としては、DianaやBahr╇やFromや
MissionやtoやMetropolis╈やCupenoやIndianやWomenやinやLosやAngelesや〉Norman╇やOK╈やUniversityやofやOklahomaや
Press╇や ｱｹｹｳ《╉やVickeやPatterson╇や“IndianやLifeや inや theやCity╈やAやGlimpseやofや theやUrbanやExperienceやofや
PomoやWomenやinやtheやｱｹｳｰs╇”やCaliforniaやHistoryやｷｱ╈ｳや〉ｱｹｹｲ《╈やｴｰｲまｴｱｱ╉やPäiviやHoikkala╇や“Feministsやorや
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Reformers′やAmericanや IndianやWomenやandやPoliticalやActivismや inやPhoenix╇や ｱｹｶｵまｱｹｸｰ╇”やAmericanや
IndianやCultureやandやResearchやJournal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴや
〉ｱｹｹｸ《╈やｱｶｳまｱｸｵが挙げられる。や

ｲｲ╆や Shoemaker╇やNancy╆や“Urbanや IndiansやandやEthnicやChoices╈やAmericanや IndianやOrganizationsや
inやMinneapolis╇や ｱｹｲｰまｱｹｵｰ╇”やWesternやHistoricalやQuarterlyや ｱｹ╈ｴや 〉ｱｹｸｸ《╈や ｴｳｱまｴｴｷ╉やMucha╇や Janusz╆やや
“FromやPrairieや toや theやCity╈やTransformationやofやChicagoぅsやAmericanや IndianやCommunity╇”やUrbanや
Anthropologyや ｱｲ╇やno╆や ｳまｴや 〉ｱｹｸｳ《╈や ｳｳｷまｳｷｱ╆や ｱｹｹｰ年代以降のインディアン団体研究の例としては
GrantやArndt╇や“‘ContraryやtoやOurやWayやofやThinking’╈やTheやStruggleやforやanやAmericanやIndianやCenterや
inやChicago╇やｱｹｴｶまｱｹｵｳ╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansや
andや theやUrbanやExperience╇や ｲｲ╇やno╆や ｴや 〉ｱｹｹｸ《╈や ｱｱｷまｳｴ╉や JoanやWeibelまOrlando╇や“Andや theやDrumやBeatや
Goesやon╈やUrbanやNativeやAmericanやInstitutionalやSurvivalやinやtheやｱｹｹｰs╇”やAmericanやIndianやCultureやandや
ResearchやJournal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴや〉ｱｹｹｸ《╈やｱｳｵまｶｲが
挙げられる。

ｲｳ╆やEdmundやJeffersonやDanziger╇やJr╆╇やSurvivalやandやRegeneration╈やDetroitぅsやAmericanやIndianやCommunityや
〉Detroit╈やWayneやStateやUniversityやPress╇やｱｹｹｱ《╆

ｲｴ╆やDonaldやL╆やFixico╇やTheやUrbanやIndianやExperienceやinやAmericaや〉Albuquerque╈やTheやUniversityやofやNewや
MexicoやPress╇や ｲｰｰｰ《╉や JamesやLaGrand╇や IndianやMetropolis╈やNativeやAmericansや inやChicago╇やｱｹｴｵまｱｹｶｰや
〉Chicago╈やUniversityやofやIllinoisやPress╇やｲｰｰｲ《╆や

ｲｵ╆やDonaldやL╆やFixico╇やTheやUrbanやIndianやExperienceやinやAmerica╆
ｲｶ╆やJamesやLaGrand╇やIndianやMetropolis╈やNativeやAmericansやinやChicago╇やｱｹｴｵまｱｹｶｰ╆やｱｹｹｸ年に出版された
AmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournalの特集や“AmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience”に
掲載された論文の多くがアイデンティティをテーマとした論文になっていることからもわかるよ
うに、ｱｹｹｰ年代後半以降、都市インディアン研究に携わる研究者が分野を問わずアイデンティ
ティの問題に注目するようになっていることは明らかである。この号に掲載された論文の例とし
て、JamesやFenelon╇や“DiscriminationやandやIndigenousやIdentityやinやChicagoぅsやNativeやCommunity╇”╈や
ｲｷｳまｳｰｳ╉やAngelaやGonzales╇や“Theや 〉Re《ArticulationやofやAmericanや Indianや Identity╈やMaintainingや
BoundariesやandやRegulatingやAccessや toやEthnicallyやTiedやResources╇”╈ｱｹｹまｲｲｵ╉や Jackson╇やDeborahや
Davis╆や“‘ThisやHoleや inやOurやHeart’╈やUrbanや Indianや Identityやandや theやPowerやofやSilence╇”╈や ｲｲｷまｵｴ╉や
Peters╇やKurt╆やM╆や“SantaやFeやIndianやCamp╇やHouseやｲｱ╇やRichmond╇やCalifornia╈やPersistenceやofやIdentityや
AmongやLagunaやPuebloやRailroadやLaborers╇やｱｹｴｵまｱｹｸｲ╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournalや
ｱｹ╈やｳや〉ｱｹｹｵ《╈やｳｳまｷｰが挙げられる。

ｲｷ╆やｲｰｰｰ年以降、自伝や伝記といった形式を用いて都市インディアンの体験を紹介する書籍が増え
てきている。その例として挙げられるのは、SuzanやLobo╇やed╆╇やUrbanやVoices╈やTheやBayやAreaやAmericanや
IndianやCommunityや〉Tucson╈やUniversityやofやArizonaやPress╇やｲｰｰｲ《╉やWilmaやMankiller╇やed╆やEveryやDayやIsやaや
GoodやDay╈やReflectionsやbyやContemporaryやIndigenousやWomenや〉Golden╇やCO╈やFulcrumやPublishing╇やｲｰｰｴ《╉や
DennisやBanksやandやRichardやErdoes╇やOjibwaやWarrior╈やDennisやBanksやandやtheやRiseやofやtheやAmericanやIndianや
Movementや〉Norman╇やOK╈やUniversityやofやOklahomaやPress╇やｲｰｰｴ《╉やLawneyやL╆やReyes╇やBernieやWhitebear╈や
AnやUrbanやIndianぅsやQuestやforやJusticeや〉Tucson╈やUniversityやofやArizonaやPress╇やｲｰｰｶ《や等である。
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米国における北米先住民研究文献目録
都市インディアン研究分野

Ablon╇やJoan╆や

　ｱｹｶｴや “RelocatedやAmericanや Indiansや inや theやSanやFranciscoやBayやArea╈やSocialや Interactionやandや
IndianやIdentity╇”やHumanやOrganizationやｲｳ╈やｲｹｶまｳｰｴ╆

　ｱｹｶｵや “AmericanやIndianやRelocation╈やProblemsやofやDependencyやandやManagementやinやtheやcity╇”や
Phylonやｲｶ╈やｳｶｲまｳｷｱ╆や

　ｱｹｷｱや “CulturalやConflictやinやUrbanやIndians╇”やMentalやHygieneやｵｵ╈やｱｹｹまｲｰｵ╆

Alexie╇やSherman╆や

　ｱｹｹｶや IndianやKiller╆やNewやYork╈やAtlanticやMonthlyやPress╆や

Arndt╇やGrant╆や

　ｱｹｹｸや “‘Contraryや toやOurやWayやofやThinking’╈やTheやStruggleや forやanやAmericanや IndianやCenterや
inやChicago╇や ｱｹｴｶまｱｹｵｳ╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈や
AmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｱｷまｱｳｴ╆

Bahr╇やDiana╆

　ｱｹｹｳや FromやMissionや toやMetropolis╈やCupenoや IndianやWomenや inや LosやAngeles╆やNorman╇やOK╈や
UniversityやofやOklahomaやPress╆や

　ｱｹｹｷや “CupenoやTrailやofやTears╈やRelocationやandやUrbanization╇”やAmericanや IndianやCultureや andや
ResearchやJournal╇やｲｱ╇やno╆ｳ╈やｷｵまｸｲ╆や

Bahr╇やHowardやM╇やBruceやA╆やChadwick╇やandやRobertやC╆やDay╇やeds╆や

　ｱｹｷｲや NativeやAmericansやToday╈やSociologicalやPerspectives╆やNewやYork╈やHarperや╄やRow╆

Banks╇やDennis╇やandやRichardやErdoes╆や

　ｲｰｰｴや OjibwaやWarrior╈やDennisやBanksやandやtheやRiseやofやtheやAmericanやIndianやMovement╆やNorman╇やOK╈や
UniversityやofやOklahomaやPress╆や

Becker╇やC╆やM╆╇やandやJ╆やG╆やWillamson╆や

　ｱｹｸｶや “Modelingや IndianやMigrationやandやCityやGrowth╇やｱｹｶｰまｲｰｰｰ╇”やEconomicやDevelopmentや andや
CulturalやChangeやｳｵ╈やｱまｳｳ╆

Bell╇やJamesやR╆や

　ｱｹｷｹや “TheやRulesやandやRegulationsやofやAggressionやandやViolenceやamongやtheやAmericanやIndianや
MenやofやSkidやRow╇やLosやAngeles╇”やCaliforniaやAnthropologistsやｹ╈やｱまｲｸ╆

Bernstein╇やAlisonやR╆や

　ｱｹｹｱや Americanや Indiansや andやWorldやWarや II╈やTowardや aやNewやEraや inや IndianやAffairs╆やNorman╇やOK╈や
UniversityやofやOklahomaやPress╆

Blackhawk╇やNed╆や
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　ｱｹｹｵや “IやCanやCarryやonやfromやHere╈やTheやRelocationやofやAmericanやIndianやtoやLosやAngeles╇”やWicazoや
SaやReviewやｱｱ╈やｱｶまｳｰ╆

Bohland╇やJamesやR╆や

　ｱｹｸｲや “IndianやResidentialやSegregationやinやtheやUrbanやSouthwest╈やｱｹｷｰやandやｱｹｸｰ╇”やSocialやScienceや
Quarterlyやｶｳ╈やｷｴｹまｷｶｱ╆

Brinker╇やPaulやA╆╇やandやBenjaminやJ╆やTaylor╆や

　ｱｹｷｴや “SouthernやPlainsやIndianやRelocationやReturnees╇”やHumanやOrganizationやｳｳ╈やｱｳｹまｱｴｶ╆

Burt╇やLarryやW╆や

　ｱｹｸｶや “Rootsやofや theやNativeやAmericanやUrbanやExperience╈やRelocationやPolicyや inや theやｱｹｵｰs╇”や
AmericanやIndianやQuarterlyやｱｰ╈やｸｵまｹｹ╆

Chaudhuri╇やJoyotpaul╆や

　ｱｹｷｴや Urbanや Indiansや ofやArizona╈やPhoenix╇やTucsonや andやFlagstaff╆やTucson╈やUrbanや Instituteやofや
GovernmentやStudies╇やUniversityやofやArizona╆や

Clark╇やBlue╆や

　ｱｹｸｸや “BuryやMyやHeartやinやSmog╈やUrbanやIndians╆”やInやTheやAmericanやIndianやExperience╈やAやProfile╇や
ｱｵｲｴやtoやtheやPresent╇やed╆やPhilipやWeeks╇やｲｷｸまｲｹｱ╆やArlingtonやHeights╇やIL╈やForumやPress╆

Clinton╇やLawrence╇やet╆やal╆や

　ｱｹｷｳや “VocationalやTrainingや forや IndianやMigrants╈やCorrelatesや ofや‘Success’や inや aやFederalや
Program╇”やHumanやOrganizationやｳｲ╈やｱｷまｲｷ╆

　ｱｹｷｵや “UrbanやRelocationやReconsidered╈やAntecedentsやofやEmploymentやamongやIndianやMales╇”や
RuralやSociologyやｴｰ╈やｱｱｷまｱｳｳ╆

Cohen╇やFayやG╆や

　ｱｹｷｳや “Theや IndianやPatrolや inやMinneapolis╈や SocialやControlや andやSocialやChangeや inやanやUrbanや
Context╇”やLawやandやSocietyやReviewやｷ╈やｷｷｹまｷｸｶ╆

Danziger╇やEdmundやJ╆╇やJr╆や

　ｱｹｹｱや Survivalや andやRegeneration╈やDetroitぅsやAmericanや IndianやCommunity╆やDetroit╈やWayneやStateや
UniversityやPress╆

Deloria╇やVine╇やJr╆や

　ｱｹｷｰや TheやUrbanやSceneやandやtheやAmericanやIndian╆やIndianやVoices╇やtheやFirstやConvocationやofやAmericanや
IndianやScholars╆やSanやFrancisco╈やTheやIndianやHistorianやPress╆

Fenelon╇やJames╆や

　ｱｹｹｸや “Discriminationやandや Indigenousや Identityや inやChicagoぅsやNativeやCommunity╇”やAmericanや
IndianやCultureや andやResearchや Journal╇や Specialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theやUrbanや
Experience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｲｷｳまｳｰｳ╆

Fiske╇やShirleyやJ╆や

　ｱｹｷｸや “RulesやofやAddress╈やNavajoやWomenやinやLosやAngeles╇”やJournalやofやAnthropologicalやResearchや
ｳｴ╈やｷｲまｹｱ╆
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Fixico╇やDonaldやL╆や

　ｱｹｸｶや Terminationや andやRelocation╈や Federalや IndianやPolicy╇や ｱｹｴｵまｱｹｶｰ╆やAlbuquerque╈や Theや
UniversityやofやNewやMexicoやPress╆

　ｲｰｰｰや TheやUrbanや IndianやExperienceや inやAmerica╆やAlbuquerque╈やTheやUniversityやofやNewやMexicoや
Press╆

Flad╇やHarvey╆や

　ｱｹｷｲや “TheやUrbanやAmericanや IndiansやofやSyracuse╇やNewやYork╈やHumanやExplorationやofやEthnicや
Space╇”やAntipodeやｴ╈やｸｸまｹｹ╆

Forbes╇やJack╆や

　ｱｹｹｸや “TheやUrbanやTraditionやamongやNativeやAmericans╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchや
Journal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｵまｴｱ╆

Frazier╇やGregoryやW╆や

　ｱｹｹｳや UrbanやIndians╈やDrumsやfromやtheやCities╆やDenver╈やArrowstarやPublishing╆

Gardner╇やRichardやE╆や

　ｱｹｶｹや “TheやRoleやofやaやPanまIndianやChurchやinやUrbanやIndianやLife╇”やAnthropologyやUCLAやｱ╇やno╆やｱ╈や
ｱｴまｲｶ╆

Graves╇やTheodoreやD╆や

　ｱｹｶｴや “RelocatedやAmericanやIndiansやinやtheやSanやFranciscoやBayやArea╇”やHumanやOrganizationやｲｴ╈や
ｲｹｶまｳｰｴ╆

　ｱｹｷｰや “TheやPersonalやAdjustmentやofやNavajoやIndianやMigrantsやtoやDenver╇やColorado╇”やAmericanや
Anthropologistやｷｲ╈やｳｵまｵｴ╆

　ｱｹｷｴや “UrbanやIndianやPersonalityやandやtheや‘CultureやofやPoverty╇’”やAmericanやEthnologistやｱ╈やｶｵまｸｶ╆

Graves╇やTheodoreやD╆╇やandやCharlesやA╆やLave╆や

　ｱｹｷｲや “DeterminantsやofやUrbanやMigrantやIndianやWages╇”やHumanやOrganizationやｳｱ╈やｴｷまｶｱ╆

Graves╇やTheodoreやD╆╇やandやMinorやvanやArsdale╆や

　ｱｹｶｶや “Values╇やExpectationsや andやRelocation╈やTheやNavajoやMigrantや toやDenver╇”やHumanや
Organizationやｲｵ╈やｳｰｱまｳｰｷ╆

Griffin╇やJoyce╆や

　ｱｹｸｲや “Lifeや IsやHarderやHere╈やTheやCaseやofや theやUrbanやNavajoやWoman╇”やAmericanや Indianや
Quarterlyやｶ╈やｹｰまｱｰｴ╆

Gonzales╇やAngela╆や

　ｱｹｹｸや “Theや 〉Re《ArticulationやofやAmericanや Indianや Identity╈やMaintainingやBoundariesやandや
RegulatingやAccessやtoやEthnicallyやTiedやResources╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchや
Journal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperienceやｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｹｹまｲｲｵ╆

GranthamまCampbell╇やMary╆や

　ｱｹｹｸや “ItぅsやOkayや toやBeやNative╈やAlaskaやNativeやCulturalやStrategiesや inやUrbanやandやSchoolや
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Settings╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈やAmericanや Indiansや
andやtheやUrbanやExperienceやｲｲ╇やno╆やｴ╈やｳｸｵまｴｰｵ╆や

Guillemin╇やJeanne╆や

　ｱｹｷｵや UrbanやRenegades╈やTheやCulturalやStrategyや ofやAmericanや Indians╆やNewやYork╈やColumbiaや
UniversityやPress╆

Guilmet╇やGeorgeやM╆╇やet╆やal╆や

　ｱｹｹｸや “TheやSafeやFuturesやInitiativeやatやChiefやLeschiやSchools╈やAやSchoolまBasedやTribalやResponseやtoや
AlcoholまDrugやAbuse╇やViolenceまGangやViolence╇や andやCrimeやonやanやUrbanやReservation╇”や
Americanや IndianやCultureや andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theや
UrbanやExperienceやｲｲ╇やno╆やｴ╈やｴｰｷまｴｰ╆や

Gundlach╇やJamesやH╆╇やandやAldenやE╆やRoberts╆や

　ｱｹｷｸや “NativeやAmericanや IndianやMigrationやandやRelocation╈や SuccessやorやFailure╇”やPacificや
SociologicalやReviewやｲｱ╈やｱｱｷまｱｲｸ╆

Hanson╇やWinonaやDuBray╆や

　ｱｹｸｰや TheやUrbanやIndian╆やSanやFrancisco╈やSanやFranciscoやStateやUniversity╆

Harmer╇やRuthやMulvey╆や

　ｱｹｵｶや “UprootingやtheやIndian╇”やAtlanticやMonthlyやｱｹｷ╈やｵｴまｵｷ╆　

Hendrick╇やKimmis╆や

　ｱｹｵｶや “U╆S╆やHelpsやIndiansやMove╇”やChristianやScienceやMonitor╇やｵやMarch╆

Hodge╇やWilliamやH╆や

　ｱｹｶｷや “NavajoやUrbanやSilversmiths╇”やAnthropologyやQuarterlyやｴｰ╈やｱｸｵまｲｰｰ╆

　ｱｹｶｹや TheやAlbuquerqueやNavajos╆やAnthropologicalやPapersやofや theやUniversityやofやArizona╇やNumberやｱｱ╆や
Tucson╈やUniversityやofやArizonaやPress╆

Hoikkala╇やPäivi╆や

　ｱｹｹｸや “FeministsやorやReformers′やAmericanやIndianやWomenやandやPoliticalやActivismやinやPhoenix╇や
ｱｹｶｵまｱｹｸｰ╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansや
andやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｶｳまｸｵ╆や

Hurt╇やWesleyやR╆╇やJr╆や

　ｱｹｶｱや “TheやUrbanizationやofやYanktonやIndians╇”やHumanやOrganizationやｲｰ╈やｲｲｶまｲｳｱ╆

Jackson╇やDeborahやDavis╆や

　ｱｹｹｸや “‘ThisやHoleやinやOurやHeart’╈やUrbanやIndianやIdentityやandやtheやPowerやofやSilence╇”やAmericanや
IndianやCultureや andやResearchや Journal╇や Specialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theやUrbanや
Experience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｲｲｷまｵｴ╆

　ｲｰｰｲや OurやEldersやLivedや It╈やAmericanや Indianや Identityや inや theやCity╆やDekalb╇や IL╈やNorthernや Illinoisや
UniversityやPress╆

Joe╇やJennie╆や
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　ｱｹｹｴや “GenderやandやCulture╈やAmericanや IndianやWomenや inやUrbanやSocieties╆”や InやViolence╇や
ResistanceやandやSurvivalやinやtheやAmericas╈やNativeやAmericansやandやtheやLegacyやofやConquest╇やeds╆や
WilliamやB╆やTaylorやandやFranklinやPeaseやG╆やY╆╇や ｲｴｹまｲｶｸ╆やWashington╇やD╆C╆╈や Smithsonianや
InstitutionやPress╆や

Johnson╇やTroy╇やJoaneやNagel╇やandやDuaneやChampagne╇やeds╆

　ｱｹｹｷや AmericanやIndianやActivism╈やAlcatrazやtoやtheやLongestやWalk╆やUrbanaやandやChicago╈やUniversityや
ofやIllinoisやPress╆

Kerri╇やJamesやNwannukwu╆や

　ｱｹｷｶや “‘Push’や andや‘Pull’や Factors╈やReasonsや forやMigrationやasやaやFactorや inやAmericanや Indianや
UrbanやAdjustment╇”やHumanやOrganizationやｳｵ╈やｲｱｵまｲｲｰ╆

Koegel╇やPaul╇やandやM╆やAudreyやBurnham╆や

　ｱｹｸｸや “AlcoholismやamongやHomelessやAdultsや inや theや InnerやCityやofやLosやAngeles╇”やArchivesや ofや
GeneralやPsychiatryやｴｵ╈やｱｰｱｱまｱｰｱｸ╆

Koegel╇やPaul╇やM╆やAudreyやBurnham╇やandやRodgerやK╆やFarr╆や

　ｱｹｸｸや “TheやPrevalenceやofやSpecificやPsychiatricやDisordersやamongやHomelessやIndiansやinやtheやInnerや
CityやofやLosやAngeles╇”やArchivesやofやGeneralやPsychiatryやｴｵ╈やｱｰｸｵまｱｰｹｲ╆

Kramer╇やB╆やJosea╆╇やandやJudithやC╆やBaker╆や

　ｱｹｹｶや “HomelessnessやamongやOlderやAmericanや Indians╇やLosやAngeles╇や ｱｹｸｷまｱｹｸｹ╇”やHumanや
Organizationやｵｵ╇やno╆やｴ╈やｳｹｶまｴｰｸ╆や

Kuttner╇やRobertやE╆╇やandやAlbertやB╆やLorincz╆や

　ｱｹｶｷや “AlcoholismやandやAddictionやinやUrbanizedやSiouxやIndians╇”やMentalやHygieneやｵｱ╈やｵｳｰまｵｴｲ╆

　ｱｹｷｰや “PromiscuityやandやProstitutionやinやUrbanizedやIndianやCommunities╇”やMentalやHygieneやｵｴ╈や
ｷｹまｹｱ╆

LaGrand╇やJames╆や

　ｲｰｰｲや IndianやMetropolis╈やNativeやAmericansやinやChicago╇やｱｹｴｵまｱｹｶｰ╆やChicago╈やUniversityやofやIllinoisや
Press╆

Lawrence╇やBonita╆や

　ｲｰｰｴや “Real”やIndiansやandやOthers╈やMixedまBloodやUrbanやNativeやPeoplesやandやIndigenousやNeighborhood╆や
Lincoln╈やUniversityやofやNebraskaやPress╆

Liebow╇やEdwardやB╆や

　ｱｹｹｱや “Urbanや Indianや Institutionsや inやPhoenix╈やTransformationや fromやHeadquartersやCityや toや
Community╇”やJournalやofやEthnicやStudiesやｱｸ╇やno╆やｴ╈やｱまｲｷ╆

Lobo╇やSusan╆や

　ｱｹｹｸや “IsやUrbanやaやPersonやorやaやPlace′やCharacteristicsやofやUrbanや IndianやCountry╇”やAmericanや
IndianやCultureや andやResearchや Journal╇や Specialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theやUrbanや
Experience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｸｹまｱｰｲ╆や

Lobo╇やSusan╇やed╆や
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　ｲｰｰｲや UrbanやVoices╈やTheやBayやAreaやAmericanや IndianやCommunity╆やTucson╈やUniversityやofやArizonaや
Press╆やや

Lobo╇やSusan╇やandやKurtやPeters╇やeds╆や

　ｲｰｰｱや AmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╆やWalnutやCreek╇やCA╈やAltamiraやPress╆

Lowery╇やChristineやT╆

　ｱｹｹｸや “Fromや theやOutsideやLookingや in╈やRejectionやandやBelongingnessや forやFourやUrbanや Indianや
MenやinやMilwaukee╇やWisconsin╇やｱｹｴｴまｱｹｹｵ╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournal╇や
SpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｳｶｱまｸｳ╆や

Madigan╇やLaやVerne╆や

　ｱｹｵｶや TheやAmericanや IndianやRelocationやProgram╆やNY╈やTheやAssociationやonやAmericanや Indianや
Affairs╆や

Mankiller╇やWilma╇やed╆や

　ｲｰｰｴや EveryやDayや Isや aやGoodやDay╈やReflectionsや byやContemporaryや IndigenousやWomen╆やGolden╇やCO╈や
FulcrumやPublishing╆

Mankiller╇やWilma╇やandやMichaelやWallis╆や

　ｱｹｹｳや Mankiller╈やAやChiefやandやHerやPeople╆やNewやYork╈やSt╆やMartinぅsやPress╆

Martin╇やHarryやW╆や

　ｱｹｷｶや “CorrelatesやofやAdjustmentやamongやAmericanや Indiansや inやanやUrbanやEnvironment╇”や
HumanやOrganizationやｲｳ╈やｵｳｵまｵｴｴ╆

Means╇やRussell╇やandやMarvinやJ╆やSmith╆や

　ｱｹｹｵや WhereやWhiteやMenやFearや toやTread╈やTheやAutobiographyや ofやRussellやMeans╆やNewやYork╈やSt╆や
MartinぅsやPress╆や

Metcalf╇やAnn╆や

　ｱｹｸｲや “NavajoやWomenやinやtheやCity╈やLessonsやfromやaやQuarterまCenturyやofやRelocation╇”やAmericanや
IndianやQuarterlyやｶ╈やｷｱまｸｹ╆

Miller╇やCarol╆や

　ｱｹｹｸや “Tellingや theや IndianやUrban╈やRepresentationsや inやAmericanや IndianやFiction╇”やAmericanや
IndianやCultureや andやResearchや Journal╇や Specialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theやUrbanや
Experience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｴｳまｶｵ╆や

Mirrielees╇やEdithやR╆や

　ｱｹｵｷや “TheやCloudやofやMistrust╇”やAtlanticやMonthlyやｱｹｹ╈やｵｵまｵｹ╆

Momaday╇やN╆やScott╆や

　ｱｹｶｸや HouseやMadeやofやDawn╆やNewやYork╈やHarperや╄やRow╆

Moore╇やMariJo╇やed╆や

　ｲｰｰｳや Genocideや ofや theやMind╈やNewやNativeやAmericanやWriting╆やNewやYork╈やThunderぅsやMouthや
PressのNationやBooks╆
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Morris╇やE╆やAlan╆や

　ｱｹｸｲや “GettingやStraight╈やBehavioralやPatternsや inやaやSkidやRowや IndianやCommunity╇”やUrbanや
Anthropologyやｱｱ╇やno╆やｲ╈やｱｹｳまｲｱｲ╆

Morris╇やJoannやSebastian╆や

　ｱｹｷｴや “Educationやandや theやUrbanや Indian╆”や Inや IndianやEducationやConfrontsや theやSeventies╇やVolumeや
ｵ╇やFutureやConcernsや ed╆やVineやDeloria╇や ｱｴｷまｱｶｳ╆やOglala╇や SD╈やAmericanや IndianやResourceや
Associates╆

Mucha╇やJanusz╆や

　ｱｹｸｳや “FromやPrairieやtoやtheやCity╈やTransformationやofやChicagoぅsやAmericanやIndianやCommunity╇”や
UrbanやAnthropologyやｱｲ╇やno╆やｳまｴ╈やｳｳｷまｳｷｱ╆

　ｱｹｸｴや “AmericanやIndianやSuccessやinやtheやUrbanやSetting╇”やUrbanやAnthropologyやｱｳ╇やno╆やｴ╈やｳｲｹまｳｵｴ╆

Nagel╇やJoane╆や

　ｱｹｹｶや Americanや IndianやEthnicやRenewal╈やRedやPowerや andや theやResurgenceや ofや Identityや andやCulture╆や
NewやYork╈やUniversityやofやOxfordやPress╆

Neils╇やElaineやM╆や

　ｱｹｷｱや Reservationや toやCity╈や IndianやMigrationや andやFederalやRelocation╆やChicago╈やDepartmentやofや
Geography╇やUniversityやofやChicago╆

Ono╇やAzusa╆や

　ｲｰｰｴや “TheやRelocationやandやEmploymentやAssistanceやPrograms╇や ｱｹｴｸまｱｹｷｰ╈やFederalや Indianや
Policyやandや theやEarlyやDevelopmentやofや theやDenverや IndianやCommunity╇”や Indigenousや
NationsやStudiesやJournalやｵ╈やｲｷまｵｰ╆

Patterson╇やVicke╆や

　ｱｹｹｲや “IndianやLifeや inや theやCity╈やAやGlimpseやofや theやUrbanやExperienceやofやPomoやWomenや inや theや
ｱｹｳｰs╇”やCaliforniaやHistoryやｷｱ╇やno╆やｳ╈やｴｰｲまｴｱｱ╆

Peters╇やKurt╆やM╆や

　ｱｹｹｵや “SantaやFeやIndianやCamp╇やHouseやｲｱ╇やRichmond╇やCalifornia╈やPersistenceやofやIdentityやamongや
LagunaやPuebloやRailroadやLaborers╇や ｱｹｴｵまｱｹｸｲ╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや
Journalやｱｹ╇やno╆やｳ╈やｳｳまｷｰ╆

　ｱｹｹｸや “ContinuingやIdentity╈やLagunaやPuebloやRailroadersや inやRichmond╇やCalifornia╇”やAmericanや
IndianやCultureや andやResearchや Journal╇や Specialや Issue╈やAmericanや Indiansや andや theやUrbanや
Experience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｸｷまｱｹｸ╆

Philp╇やKennethやR╆や

　ｱｹｸｵや “Strideや towardやFreedom╈やTheやRelocationやofや Indiansや toやCities╇やｱｹｵｲまｱｹｶｰ╇”やTheやWesternや
HistoricalやQuarterlyやｱｶ╈やｱｷｵまｱｹｰ╆

Price╇やDarbyやLiやPo╆や

　ｱｹｹｸや “LaughingやwithoutやReservation╈やIndianやStandupやComedians╇”やAmericanやIndianやCultureや
andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈やAmericanや Indiansやandや theやUrbanやExperience╇や ｲｲ╇やno╆やｴ╈や
ｲｵｵまｷｱ╆や
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Price╇やJohnやA╆や

　ｱｹｶｸや “TheやMigrationや andやAdaptationやofやAmericanや Indiansや toやLosやAngeles╇”やHumanや
Organizationやｲｷ╈やｱｶｸまｱｷｵ╆

　ｱｹｷｵや “U╆S╆やandやCanadianやIndianやUrbanやEthnicやInstitutions╇”やUrbanやAnthropologyやｴ╈やｳｵまｵｲ╆

　ｱｹｷｶや “TheやDevelopmentやofやUrbanやEthnicやInstitutionsやbyやU╆S╆やandやCanadianやIndians╇”やEthnicや
Groupsやｱ╈やｱｰｷまｱｳｱ╆

Ramirez╇やR╆やK╆や

　ｱｹｹｸや “Healingや throughやGrief╈やUrbanや IndiansやReimaginingやCultureやandやCommunityや inやSanや
Jose╇やCalifornia╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈やAmericanや
IndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｳｰｵまｳｳｳ╆

Reyes╇やLawneyやL╆や

　ｲｰｰｶや BernieやWhitebear╈やAnやUrbanや IndianぅsやQuestや forや Justice╆やTucson╈やUniversityやofやArizonaや
Press╆や

Roy╇やProdipto╆や

　ｱｹｶｲや “TheやMeasurementやofやAssimilation╈やTheやSpokaneやIndians╇”やAmericanやJournalやofやSociologyや
ｶｷ╈やｵｴｱまｵｵｱ╆

Sasaki╇やTomやT╆や

　ｱｹｶｰや Fruitland╇やNewやMexico╈やAやNavajoやCommunityや inやTransition╆や Ithaca╈やCornellやUniversityや
Press╆

Shoemaker╇やNancy╆や

　ｱｹｸｸや “Urbanや IndiansやandやEthnicやChoices╈やAmericanや IndianやOrganizationsや inやMinneapolis╇や
ｱｹｲｰまｱｹｵｰ╇”やWesternやHistoricalやQuarterlyやｱｹ╇やno╆やｴ╈やｴｳｱまｴｴｷ╆

　ｱｹｹｹや Americanや IndianやPopulationやRecoveryや inや theやTwentiethやCentury╆やAlbuquerque╈やUniversityや
ofやNewやMexicoやPress╆

Silko╇やLeslieやMarmon╆や

　ｱｹｷｷや Ceremony╆やNewやYork╈やNewやAmericanやLibrary╆

　ｱｹｹｶや YellowやWomanやandやaやBeautyやofやtheやSpirit╈やEssaysやonやNativeやAmericanやLifeやToday╆やNewやYork╈や
SimonやandやSchuster╆

Smith╇やMarianやW╆や

　ｱｹｴｹや IndiansやofやtheやUrbanやNorthwest╆やNewやYork╈やColumbiaやUniversityやPress╆

Smith╇やPaulやChaat╇やandやRobertやAllenやWarrior╆や

　ｱｹｹｶや Likeや aやHurricane╈やTheや IndianやMovementや fromやAlcatrazや toやWoundedやKnee╆やNewやYork╈やTheや
NewやPress╆

Snipp╇やMatthewやC╆╇やandやGaryやD╆やSandefur╆や

　ｱｹｸｸや “EarningsやofやAmericanや IndiansやandやAlaskanやNatives╈やTheやEffectsやofやResidenceやandや
Migration╇”やSocialやForcesやｶｶ╇やno╆やｴ╈やｹｹｴまｱｰｰｸ╆
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Snyder╇やPeterやZ╆や

　ｱｹｷｳや “Socialや InteractionやPatternsやandやRelativeやUrbanやSuccess╈やTheやDenverやNavajo╇”やUrbanや
Anthropologyやｲ╇やno╆やｱ╈やｱまｲｴ╆

Sorkin╇やAlanやL╆や

　ｱｹｶｹや “SomeやAspectsやofやAmericanやIndianやMigration╇”やSocialやForcesやｴｸ╈やｲｴｳまｲｵｰ╆

　ｱｹｷｱや AmericanやIndiansやandやFederalやAid╆やWashingtonやD╆C╆╈やTheやBrookingsやInstitution╆

　ｱｹｷｸや TheやUrbanやAmericanやIndian╆やLexington╇やMA╈やLexingtonやBooksやD╆C╆やHealthや╄やCompany╆

Spicer╇やPaul╆や

　ｱｹｹｸや “Drinking╇やFosterやCare╇や andや theや IntergenerationalやContinuityやofやParentingや inやanや
Urbanや IndianやCommunity╇”やAmericanや IndianやCultureやandやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈や
AmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｳｳｵまｳｶｰ╆や

Stanbury╇やW╆やT╆や

　ｱｹｷｵや SuccessやandやFailure╈やIndiansやinやUrbanやSociety╆やVancouver╈やUniversityやofやBritishやColumbiaや
Press╆

Stauss╇やJosephやH╆╇やandやBruceやA╆やChadwick╆や

　ｱｹｷｹや “UrbanやIndianやAdjustment╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournalやｳ╈やｲｳまｳｸ╆

Steiner╇やStan╆や

　ｱｹｶｸや TheやNewやIndians╆やNewやYork╈やAやDeltaやBook╆

Strain╇やLaurelやA╆╇やandやNeenaやL╆やChappell╆や

　ｱｹｸｹや “SocialやNetworksやofやUrbanやNativeやElders╈やAやComparisonやwithやNonまNatives╇”やCanadianや
EthnicやStudiesやJournalやｲｱ╇やno╆やｲ╈やｱｰｴまｱｱｷ╆

Straus╇やTerry╇やandやDebraやValentino╆や

　ｱｹｹｸや “Retribalizationや inやUrbanや IndianやCommunities╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや
Journal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｰｳまｱｱｵ╆や

Stull╇やDonaldやDavid╆や

　ｱｹｷｸや “NativeやAmericanやAdaptationや toやanやUrbanやEnvironment╈やTheやPapagoやofやTucson╇や
Arizona╇”やUrbanやAnthropologyやｷ╇やno╆やｲ╈やｱｱｷまｱｳｵ╆

TaskやForceやEight╈やUrbanやandやRuralやNonまReservationやIndians╆や

　ｱｹｷｸや Reportや onやUrbanや andやRuralやNonまReservationや Indians╈やFinalやReportや toや theやAmericanや Indianや
PolicyやReviewやCommission╆やWashington╇やD╆C╆╈やGovernmentやPrintingやOffice╆

Tax╇やSol╆や

　ｱｹｷｸや “TheやImpactやofやUrbanizationやonやAmericanやIndians╇”やAnnalsやofやtheやAmericanやAcademyやofや
PoliticalやandやSocialやScienceやｴｳｶ╈やｱｲｱまｱｳｶ╆

Thornton╇やRussell╇やGaryやD╆やSandefur╇やandやHaroldやG╆やGrasmick╆や

　ｱｹｸｲや TheやUrbanizationやofやAmericanや Indians╈やAやCriticalやBibliography╆やBloomington╇や IN╈や Indianaや
UniversityやPress╆
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Trujillo╇やOctavianaやV╆や

　ｱｹｹｸや “TheやYaquiや ofやGuadalupe╇やArizona╈やAやCenturyや ofやCulturalや Survivalや throughや
Trilingualism╇”やAmericanや IndianやCultureや andやResearchや Journal╇やSpecialや Issue╈やAmericanや
IndiansやandやtheやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｶｷまｸｸ╆

Tyler╇やS╆やLyman╆や

　ｱｹｷｵや “TheやRecentやUrbanizationや ofや theやAmericanや Indian╆”や InやEssaysや onや theやAmericanや
West╇や ｱｹｷｳまｷｴ╇やTheやCharlesやReddやMonographsや inやWesternやHistory╇やNo╆ｵ╇や ed╆やThomasやG╆や
Alexander╇やｴｳまｶｲ╆やProvo╇やUT╈やBrighamやYoungやUniversityやPress╆

VanやdeやMark╇やDorothy╆や

　ｱｹｵｶや “TheやRaidやonやtheやReservations╇”やHarperぅsやMagazineやｲｱｲ╈やｴｵまｵｵ╆

Waddell╇やJackやO╆╇やandやO╆やMichaelやWatson╆や

　ｱｹｷｳや Americanや IndianやUrbanization╆やLafayette╇や IN╈や Instituteや forや theやStudyやofやSocialやChange╇や
DepartmentやofやSociologyやandやAnthropology╇やPurdueやUniversity╆

Waddell╇やJackやO╆╇やandやO╆やMichaelやWatson╇やeds╆や

　ｱｹｷｱや TheやAmericanやIndianやinやUrbanやSociety╆やBoston╈やLittle╇やBrownやandやCompany╆

Wagner╇やJeanやK╆や

　ｱｹｷｶや “TheやRoleやofや Intermarriageや inや theやAcculturationやofやSelectedやUrbanやAmericanや Indianや
Women╇”やAnthropologicaやｱｸ╈やｲｱｵまｲｴｱ╆

Waldram╇やJamesやBurgess╆や

　ｱｹｹｰや “TheやPersistenceやofやTraditionalやMedicineやinやUrbanやAreas╈やTheやCaseやofやCanaやIndians╇”や
AmericanやIndianやandやAlaskaやNativeやMentalやHealthやResearchやｴ╇やno╆やｱ╈やｹまｲｹ╆

WeibelまOrlando╇やJoan╆や

　ｱｹｹｱや IndianやCountry╇やL╆A╆╈やMaintainingやEthnicやCommunityや inやComplexやSociety╆やChicago╈や
UniversityやofやIllinoisやPress╆

　ｱｹｹｸや “Andや theやDrumやBeatやGoesやon╈やUrbanやNativeやAmericanや InstitutionalやSurvivalや inや theや
ｱｹｹｰs╇”やAmericanやIndianやCultureやandやResearchやJournal╇やSpecialやIssue╈やAmericanやIndiansやandや
theやUrbanやExperience╇やｲｲ╇やno╆やｴ╈やｱｳｵまｱｶｲ╆や

Weltfish╇やGene╆や

　ｱｹｴｴや “WhenやtheやIndianやComeやtoやtheやCity╇”やAmericanやIndianやｱ╈やｶまｱｰ╆

Weppner╇やRobertやS╆や

　ｱｹｷｲや “SocioeconomicやBarriersやtoやAssimilationやofやNavajoやMigrants╇”やHumanやOrganizationやｳｱ╈や
ｳｰｳまｳｱｱ╆

Westerman╇やJoann╆や

　ｱｹｷｴや “TheやUrbanやIndian╇”やCurrentやHistoryやｶｷ╈やｲｵｹまｲｶｲ╇やｲｷｵ╆や

Willard╇やWilliam╆や

　ｱｹｹｷや “Outing╇やRelocation╇や andやEmploymentやAssistance╈やTheや ImpactやofやFederalや Indianや
PopulationやDispersalやProgramsやinやtheやBayやArea╇”やWicazoやSaやReviewやｱｲ╈やｲｹまｴｶ╆
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